
東温市事務事業評価シート　令和４年度実施事業対象
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今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

自治活動推進事業は、各地区の実情に合わせ活用されており、必要です。

有効性 自治会コミュニティ補助事業により、地域の美化清掃、防犯・防災活動及びコミュニティ活動などが行われ、有効性があります。

達成度

総務課長
総　合
評価点

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 56,551 56,517 58,153

Ａ 必要性 有効性

臨時職員工数・経費 0.071 143 0.071 149 0.071 150
人件費(Ｂ)

正職員工数・経費
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Ｃ
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Ｎ

一次評価者
広報広聴・男女共

同参画係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

自治会加入率の向上が課題です。
人口減少する中、集会所の維持や統廃合についても、今後の検討課題です。

効率性
自治活動推進費による区や組の活動支援、コミュニティ施設整備事業補助金による集会所等の整備、コミュニティ助成事業の活用による備品整備
等を行っており、コストの面から適当と考えます。

改　革
計　画

自治会に入る必要性が無ければ、今後も加入する世帯は増加しないと思います。若い世代や転入された方に加入を促す方策を検討していきま
す。

今後の方向性 方法改善

地域の繋がりが希薄化していることもあり、自治体加入率が達成率を下回っている状態です。

必要性

達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

少子高齢化に加え、世帯構成やライフスタイルの多様化等による自治会への加入率の減少は本市だけに限らず全国的な課題となって
います。自治会加入の必要性やメリット等をわかりやすく周知する方法等について、先進事例も参考にしながら、地元区長と連携して取
り組む必要があります。

二次評価者

その他特定財源 41,539 39,830 42,800

一般財源 14,182 15,686 14,352

0.109 687 0.134 852 0.134 851

計(Ａ) 55,721 55,516 57,152

予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

令和 年度決算 令和 年度決算 令和 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0 0

最終目標

自治会加入率
全世帯数に対する自治会加入世帯
の割合

％
65 65 65 65

65 64.1

指標名

公的関与

089-964-4400 メールアドレス soumka@city.toon.lg.jp

１ コミュニティ意識の高揚

事業区分

事業の目的
地域の課題を地域自ら解決することができる住民自治の地域づく
り、地域主導のまちづくりを推進するため。

根拠法令等

総合計画 政策目標 ５ みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ３ 地域コミュニティの育成

001 3005 事務事業名

主要施策

該当 事業期間

計算式又は指標設定理由

期間設定なし

自治会コミュニティ補助事業

コミュニティ意識の高揚、自治会への加入促進、自治活動支援事
業の拡充に努めます。

Ｄ
Ｏ

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

事業の手段 掲載計画

活動内容

課　　名 総務課 係　　名 広報広聴・男女共同参
画係

電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

地域と自治活動推進委託契約を締結し、各自治会等の実情
に則したまちづくりを推進します。

コミュニティ施設整備に対する支援の充実により、コミュニティ
活動の拠点を充実させます。

コミュニティ助成（宝くじ助成）制度の利用により、コミュニティ
活動活性化の推進を図ります。

達成度を
測る指標

mailto:soumka@city.toon.lg.jp

